
 

 

 

平成２３年第２回（６月） 

粕 屋 町 議 会 定 例 会 
 

 

 

一 般 質 問 通 告 一 覧 表 
 

  通  告  順 
 

 

議   員   氏   名  
 

１ 因   辰 美 

２ 田 川 正 治 

３ 本 田 芳 枝 

４ 浦 元   甫 

５   福 永 善 之 

６   久 我 純 治 

７ 長   義 晴 

８ 安 川 俊 彦 

９ 小 池 弘 基 

１０ 山  秀  
 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

通告順 ＮＯ．１ 質問者 ６番 因   辰 美 
 

質 問 事 項 

 

 

質 問 の 要 旨 

 

 

質問の相手

 

 

原町バス停について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水害対策について 

 

 

 

 

 

 

 

 

都市計画について 

          

 

 バスカット未使用について、以前から何回も指摘している

が、いまだに利用されていないし報告もない。この様な対応

では、一般質問の意味を果たさない。その後の対応を明確に

求める。 

  

 ①現在タクシーの待機場所となっているが、この状況をど

の様に思うか。 

 

 ②一般質問後、どの様な対応をしたのか。 

 

 ③原町・長者原地域の交通渋滞を考えると、バスカットの

使用は当然と思うが、今後の対応策は。 

 

 近年、色々な所で未曾有の災害が発生している。粕屋町で

も避難場所であるはずの大川小学校が、多々良川の氾濫で水

没した。その後、多々良川の水害対策について問う。 

  

 ①多々良川の水害対策が見えてこない。その後の状況は。 

  

 ②氾濫により、大川小学校が水没し、子どもたちの命を危

惧するが大丈夫なのか。 

 

 粕屋町の将来を考えると、現在の都市計画では期待できな

い。もっと魅力あるグラウンドデザインは描けないのか。 

 

 ①市街化区域について 

 

 ②市街化調整区域について 

 

 ③農振農用地区について 

  

 

 

町  長

副 町 長
都市政策部長

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町  長
都市政策部長

 

 

 

 

 

 

 

町  長
都市政策部長

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

通告順 ＮＯ．２ 質問者  ３番 田 川 正 治 
 

質 問 事 項 

 

質 問 の 要 旨 

 

質問の相手

 

 

東日本大震災の教訓を

生かした粕屋町の防災

対策を 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

待機児童解消のため、

町立保育所を存続させ

認可保育所の新設を 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国民健康保険の医療費

窓口負担の軽減につい

て 

 

 

 

 

 

①粕屋町としての「防災と福祉の町づくり」が必要だが、

地震と津波対策の方針と具体化はどうなっているのか。 

 

②玄海原子力発電所から粕屋町まで59.7kmの距離である

が、原発事故を想定しての対策はどのように考えている

のか。 

 

③東日本大震災による被災地域に対する募金活動や、ボラ

ンティアの支援活動について、どのように取り組んでい

るのか。また、被災者の町内への転入者や避難者は何人

いて、受け入れ態勢や対策はどのように取り組んでいる

のか。 

 

 ①3月議会に保護者から提出された「町立保育所を存続さ

せ、待機児童解消のために、認可保育所の新設を」の請

願署名が継続審査になり、予算執行については「7000名

を超える請願の提出もあり、慎重に対応し問題解決の時

まで留保する」となりました。 

  3月議会を受けて町として、待機児童解消のためにどのよ

うに取り組まれたのか。 

 

 ②福岡市の4月1日での待機児童は727人であり、待機児童解

消のために、既存施設の改修や新築で今年度中に1100人

分の定員増を計画しています。 

  粕屋町の待機児童は、県内では福岡市に次ぎ2番目に多

く、09年10月厚労省発表では、粕屋町は63人で全国の町

では、5番目に多い待機児童数です。 

  今年の2月1日時点では、106人の待機児童がいて、4月1日

では45人になっています。 

  福岡市が計画しているように、今年度中に待機児童を抜

本的に解消するため、国の補助金を活用して定員150人位

の保育所を新築すべきではないか。 

 

 ③町立保育所の施設・設備の改善のために、予算の確保を

すべきと考えるが、特に老朽化した建物の早期改修をど

う考えるか。 

 

 ④臨時や嘱託職員だけのクラス担任を改善し、正規職員の

配置をどう考えているのか。 

 

 ①国民健康保険に加入する低所得者に対して、病院窓口で

の減免制度の制度化を粕屋地区内の自治体間で話し合

い、制度化することを検討することになっていたが、そ

の後の進捗状況はどうなっているのか。 

 

 ②何時までに制度化する予定なのか。 

 

 

町  長

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町  長

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町  長

 

 

 

 

 

 



 

後期高齢者医療制度に

ついて 

 

 

 

 

 

障害者施設の建設につ

いて 

 

 ①年金が少なく保険料を払えず、滞納した75歳以上の高齢

者が、今年の1月末で「6ヶ月の短期保険証」の期限切れ

になった人は何人いるのか。 

 

 ②保険証の喪失者を生まないために、どのような対策をし

ているか。 

 

 ①粕屋、篠栗、久山3町で話し合って、篠栗町の「三つ葉の

里」前に施設を建設することになっていたが、進捗状況

はどうなっているのか。 

 

 ②町内に障害者が宿泊できる施設や複合施設を建設する計

画はどうなっているのか。 

 

 

 

町  長

 

 

 

 

 

 

町  長

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

通告順 ＮＯ．３ 質問者 ７番 本 田 芳 枝 
 

質 問 事 項 

 

質 問 の 要 旨 

 

 

質問の相手

 

 

粕屋町教育行政の施策

要綱について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

待機児童対策について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

広報「かすや」につい

て 

 

 施策はどのような流れで作られ、予算とどう結びつき、そ

の評価は。具体的には次の３点について尋ねます。 

 

①「粕屋町読書活動推進計画」と「子どもの読書推進計画

書」について 

 

②中学校英語教育と関連づけた小学校外国語活動の指導作成

計画 

 

③「放課後子ども教室」事業の実践資料の収集 

 

 前回に引き続き若い家庭運営に対する支援という観点から

質問します。 

 

①今現在の待機児童の数とその分析、対策について 

 

②粕屋町の今後における若い家庭の動向に施設面を重きにお

いた施策で解消が可能か 

 

③乳幼児の発達から見た育児支援の望ましいあり方は 

 

 町の施策をアピールし、町民への広報活動の中心となる広

報「かすや」について 

 ①その編集方法は 

 ②今後の課題は 

 

教育次長 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

住民福祉部長

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町  長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 通告順 ＮＯ．４ 質問者 １４番 浦 元   甫  
 

質 問 事 項 

 

 

質 問 の 要 旨 

 

 

質問の相手

 

 

電子自治体構築推進事

業について 

 

 

地域情報化の推進につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

電力供給力の低下によ

る節電対策について 

  

施策・経過・現状・構築できた業務システム推進事業、コ

スト削減できたもの等の状況また、費用対効果を問う。 

 

 

１.町民の利便性と満足度の向上とは 

 

２.効率的な行財政運営と電子自治体システム構築との整合

性について（経営政策課一極集中を感じるが） 

 

３.自治体間の連携、地域情報、プラットフォーム推進と言

われているが、地域連携の範囲をどう理解されている

か。取組と合併との整合性を問う。 

 

１.企業、家庭で１５％削減と節電の目標値が決定された

が、粕屋町行政としても節電対策の取組を進めなければ

と思うが。 

 

 ２.ＬＥＤ街灯の導入、役場内の機器の見直し節電について 

 

 

 

 

経営政策

課  長

 

 

町  長

 

 

 

 

 

 

 

 

町  長

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

通告順 ＮＯ．５質問者 １番 福 永 善 之 
 

質 問 事 項 

 

質 問 の 要 旨 

 

 

質問の相手

 

 

粕屋町がやるべき仕事

とは何か?について 

 

 

 

 

 

 

 

税負担の公平性につい

て 

 

 

 

 

 

 

財政調整基金の見通し

について 

 

 先の3月定例会でH23年度の本予算が決まりました。 

 しかし、同定例会期間中に、東北地方3県に大災害が発生

し、復興の為の財源は多大になると言われており、今後は粕

屋町に対し依存財源である国の交付金・補助金の削減・執行

停止も予想されます。 

 今後の粕屋町の財政運営をどのように考えておられます

か。 

 

 

 あるサービスについて、ある人は、行政がサービスを行う

必要性を感じていませんが、サービスの受益の有無に限ら

ず、税負担が求められます。 

 「サービスを受ける者」と「そうでない者」との間で、税

負担の公平性について粕屋町の考えは如何でしょうか。 

 

 

 

 今年度予算では、財調の取り崩しを2.5億円予定し、H23年

度末の財調の残高予想は約8億円です。 

 毎年、財調を当てにした予算編成が常態化しており、粕屋

町の身の丈に合った仕事量を遥かに超えているとしか思えま

せん。 

  

 ①財調の今後の見通しについて如何でしょうか。 

 

 ②財調を当てにしない予算編成をするためには、どうした

らいいのでしょうか。 

 

 

 町  長

 

 

 

 

 

 

 

 

町  長

 

 

 

 

 

 

 

町  長

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

通告順 ＮＯ．６ 質問者 ５番 久 我 純 治 
 

質 問 事 項 

 

質 問 の 要 旨 

 

 

質問の相手

 

 

震災、水害、また、

色々な自然災害に対し

て町全体での防災訓練

が必要だと思います。 

防災訓練の日の制定

を。 

 

 

飼犬や猫のふん害等の

防止に関する条例を作

るべきと思います。 

 

 

 

 

 

 

 粕屋町も平成17年3月の福岡西方沖地震また、平成20年7月

24日のゲリラ豪雨での河川の氾濫や、今年3月11日に起きた

東日本大震災、また、原発事故等の想定外の自然災害に出合

い、自然の恐ろしさになすすべもありません。 

 町全体としての防災訓練をもって唯一有事の際に役立つ事

になります。 

 近隣の町では、すでに飼犬や猫のふん害に対する条例が出

来ています。我が町が誇る駕与丁池には、数十匹の猫がいま

す。「地域ねこ」という団体が活動してありますが、一日も

早く町全体としての取り組みをするべきと思います。 

 猫は年2回子を産むそうです。 

 

  

町   長

 

   

 

 

  

 

 
環境生活課長

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

通告順 ＮＯ．７ 質問者 ４番 長  義 晴 
 

質 問 事 項 

 

質 問 の 要 旨 

 

 

質問の相手

 

 

福岡東環状線道路改良

事業について 

（都市計画道路井尻・

粕屋線） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

浸水・災害対策につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

歳出予算の見直しにつ

いて 

                         

１．平成22年6月末から7月初めに計画道路予定地域の住民説

明会が3会場に分けて3日間行われましたが、3会場で出

された意見に対する県側の回答は、どのようになってい

るのか。また、その回答の地元説明会の計画はあるの

か。あるとすれば、何時頃予定されているのか。 

 

２．東環状線がJR篠栗線を横断し、九大農場跡地開発を見越

して町は、新駅誘致を計画してありますが、その内容と

地元自治体の経費負担はどのようになるのか。 

 

３．都市計画道路井尻・粕屋線道路計画予定地内の建築物の

制限は工事の進捗できめられるのか。 

 

 

１．昨年、一昨年の豪雨災害による道路、家屋の浸水被害頻

発地域の解消を図るために、22年度より災害対策に着手

されていますが、未計画地域は何割位か。また、関係区

長から改修要望が提出されているもので、当座実施が遅

れる箇所についての回答は行われているのか。 

 

２．ため池（駕与丁・新大間・古大間・敷縄・他）のレベル

管理の実態はどのようになっているのか。 

  町が管理しているため池と、関係農区が管理しているた

め池の実態は。また、管理マニュアルの策定内容とない

所は、策定する必要があるのではないか。 

 

３．避難場所の見直し及び、周知はどのように行われたの

か。 

 

 国、地方の財政状況は厳しいと随分前から言われて来た

が、3月11日に発生した東日本大震災と福島原発災害事故で

更に日本経済が低迷し、財政が厳しくなるのは明らかで

す。よって、わが町も思い切った歳出の見直しをする機会

と考えるが、執行部の考えを問う。 

 

（1）手当、各種補助金の大幅な削減、及び見直し。 

（2）ひも付き補助金の事業は行わない。 

（3）自主財源及び国、県交付金で予算編成を行なう。 

  

町  長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町  長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 町  長

 

 



 

通告順 ＮＯ．８ 質問者 １０番 安 川 俊 彦 
 

質 問 事 項 

 

質 問 の 要 旨 

 

 

質問の相手

 

 

21年中国九州北部豪雨

後の復旧工事と課題に

ついて 

 

 

 

地震対策について 

 

 

 

 

 

 

 

粕屋町地域防災計画に

ついて 

 

 

 

１．21年7月24日の多々良川氾濫による堤防復旧工事の未

改修工事の見通しと総事業費について 

 

２．浸水想定区域に対する基本的防災対策について 

 

 

 １．粕屋町防災マップに見る、地震時指定避難所の見直し

について 

 

 ２．地下部の道水と炭坑坑道の現況把握と対策について 

 

 ３．津波の想定について 

 

   

 １．防災計画の目的にそった行動体制の整備について 

 ２．災害予防対策、災害応急対策の情報の発信による周知

徹底と実行計画の検証 

 ３．消防団員の補充について 

 

  

町  長 

 

 

町  長 

教 育 長 

 

町  長 

 

 

〃 

 

〃 

 

 

町  長 

 

〃 

 

 

〃 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

通告順 ＮＯ．９ 質問者 ２番 小 池 弘 基 
 

質 問 事 項 

 

質 問 の 要 旨 

 

 

質問の相手

 

 

町長の2期目に対する 

考えについて 

 

 

 

 

 

 

 

待機児童解消への保育

所建設について 

 

 

 

 

 

 

給食センター建設計画

の進捗状況について 

 

 

 

１．今年10月には、町長選挙が行われますが、再選を含め今

後の町政に対する決意を尋ねます。 

 

①町長の2期目に向けての考えを尋ねます。 

 

②今後の粕屋町における課題と、それを達成させるための

問題点を尋ねます。 

 特に子育て支援や高齢者の福祉問題など。 

 

１．粕屋町の待機児童の現状と保育所建設の現状を尋ねま

す。 

 

 ①中央保育所の民営化の進捗状況について尋ねます。 

 

 ②中央保育所は公立として存続させて、新たに民営保育園

建設の可能性について尋ねます。 

 

１．東日本大震災の影響が出ており、補助金がカットされて

来ていますが、給食センター建設のスケジュール変更は有

るのかを尋ねます。 

 

 ①建設検討委員会の進捗状況について尋ねます。 

 

  

町  長 

 

 

 

 

 

 

 

 

町  長 

 

 

 

 

 

 

 

教 育 長 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

通告順 ＮＯ．１０ 質問者 １３番 山  秀  
 

質 問 事 項 

 

質 問 の 要 旨 

 

 

質問の相手

 

 

今後の町財政運営につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公立学校の施設の防災

機能の向上について 

 

 

 

  東日本大震災と福島原発による社会的・経済的影響は、

遠く九州の経済にも少なからず大きな影響を及ぼしてきて

います。国の事業においても、東北中心となり地方の自治

体への補助金の見直しが相次いでいます。また、地方交付

税もカットされるのではないかとの懸念も拭えません。 

 こうした状況下に町のかじ取りも変更せざるを得ないとこ

ろまで来ていると思われます。 

   

 ①町の財政状況は。 

 

 ②国、県の町への補助事業に対する影響とその対策は。 

 ③今後の財政運営の見通しは。 

今回の想定外の災害は、私達に大きな教訓を与えました。 

罹災者の避難所として、地域の学校が大きな役割を果たして

います。今回の災害を対岸の火事とせず、私達の身にいつ

起こってもおかしくないものと捉えて、対策を講じる必要

があると思います。 

①各学校の災害時における施設の能力は。 

  

 ②行政の災害時における支援体制や訓練は。 

 

 ③緊急連絡体制は。（被災者支援システムの導入） 

   

 

  

町  長 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町  長 

 

 

 

 

 

 


